Mechanism of contractile ring-independent cytokinesis in adherent mammalian cells by 金田 雅充
Mechanism of contractile ring-independent
cytokinesis in adherent mammalian cells
著者 金田 雅充
内容記述 Thesis (Ph. D. in Science)--University of
Tsukuba, (A), no. 4680, 2008.3.25













学 位 の 種 類 博　　士（理　　学）
学 位 記 番 号 博　甲　第　4680　号
学位授与年月日 平成 20 年 3 月 25 日
学位授与の要件 学位規則第 4条第 1項該当
審 査 研 究 科 生命環境科学研究科




主　査 筑波大学教授（連携大学院） 理学博士 上　田　太　郎
副　査 筑波大学教授 理学博士 沼　田　　　治
副　査 筑波大学教授 理学博士 漆　原　秀　子
副　査 筑波大学准教授 理学博士 吉　村　建二郎
【217】






























審 査 の 結 果 の 要 旨
　従来，動物細胞の細胞質分裂は，収縮環の能動的収縮により駆動されると考えられてきた。これに対して
本論文では，晴乳類細胞の細胞質分裂に関して細胞生物学的・分子生物学的研究を行い，基質に接着した娘
細胞がそれぞれ反対方向にアメーバ運動し，それによって赤道領域が受動的にくびれきれるという新奇分裂
機構があることを明らかにした。さらにこの新奇分裂機構の制御因子として，低分子量 G蛋白質である
RhoAとその活性化因子 Ect2 が関与することも明らかにした。これらの成果は，動物細胞の分裂機構に関し
て全く新しい視点を与えるものであり，基礎生物学的に大きな意義がある。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
